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【要  旨】  
動脈スイッチ手術は大血管転位症に対する標準術式であり、良好な成績を示
している。しかし、冠動脈が走行する症例や冠動脈が壁内走行をする症例は稀
ではあるが、重要な危険因子となっている。当院では術式を工夫することによ
りその成績の向上に努めてきた。通常の動脈スイッチ手術は冠動脈を大動脈か
ら切り離し、肺動脈へ移植することにより冠動脈移植を行っている。しかし、
同じ方法で壁内走行する冠動脈を移植した場合、冠動脈の屈曲や狭窄を生じや
すいため急性心筋梗塞となる可能性がある。そこで当院では冠動脈を切り取ら
ず、肺動脈と冠動脈の間に血流のトンネルを自己大動脈壁で作成することによ
り動脈スイッチ手術を行う方法を施行してきた。自己大動脈壁を flap としてト
ンネルを作成する術式は世界でも当院だけであり、その遠隔成績は今後の心臓
血管外科の発展に寄与すると考えられる。今回、当院での壁内走行冠状動脈を
呈する大血管転位症の動脈スイッチの遠隔成績を検討した。その術式の遠隔成
績は良好であり、複雑な冠動脈病変を有する大血管転位症での動脈スイッチ手
術における冠動脈移植の方法として有効な方法と考えられた。                                    
                                    
